令和４年３月30日
鈴鹿市契約検査課
最低制限価格等の算定方法の見直しについて（お知らせ）
適正履行の確保，実効性のあるダンピング対策の充実をより一層図るため，建設工事，測量，調査，設計業務及びその他建設工事に係る業務委託に係る最低制限価格，調査基準価格及び失格基準価格の算定方法を次のとおり見直します。

１　主な改定内容

(1) 最低制限価格を算定するにあたり，予定価格に乗じる割合の上限及び下限を引上げ
	
	改定後
	改定前

	下限額
	予定価格の１０分の７．５
	予定価格の１０分の７

	上限額
	予定価格の１０分の９．２
	予定価格の１０分の９


(2) 調査基準価格を算定するにあたり，予定価格に乗じる割合の上限及び下限を引上げ
	
	改定後
	改定前

	下限額
	予定価格の１０分の７．５
	予定価格の１０分の７

	上限額
	予定価格の１０分の９．２
	予定価格の１０分の９


(3) 失格基準価格を算定するにあたり，予定価格に乗じる割合を引上げ
	改定後
	改定前

	予定価格の１０分の７．５
	予定価格の１０分の７


(4) その他建設工事に係る業務委託に係る最低制限価格新設

	改定後
	改定前

	予定価格の１０分の７．５
	未設定


２　適用時期
令和４年６月１日以降に公告及び指名する案件から適用します。
※令和４年６月以降の公告分から改正後の算定方法になりますのでご注意ください。
　
	適用例
	令和４年５月
	令和４年６月

	改正前の算定方法
	５/27日公告
	６/15入札

	改正後の算定方法
	
	６/３公告　　　　　　６/22入札


※最低制限価格，調査基準価格及び失格基準価格の算定式については，今回見直しはありません。
